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はじめに
ムスリム（イスラーム教徒）が自分たちのコミュニティーを出て非ムスリム社会に
旅行をしたり，さらにはそこで留学し生活する場合，もっとも気をつかうことのひと
つに食事の問題がある。周知のとおり，イスラームにおいて食べ物には許されたもの
(ハラール）と禁じられたもの（ハラーム）の区別があり，後者の食べ物としては豚が
有名である。
たとえば曰本でもムスリムが比較的おおく集まるコミュニティーであれば，許された食材を
専門にあつかうハラールショップがあり,そこで食材を購入し自分で調理をすればよいし,外
食をするのであればハラール料理店を利用すればよい。だがそういった恵まれた環境にな
い場合は，細心の注意をはらわねばならないことになる｡大学生活でいえば生協の食堂の利
用が問題になるだろうし,ゼミのコンパやパーティーなど非ムスリムとの会食は不可避である
以上,ムスリムにとって食事をめぐる問題は切実である。
ムスリムとの接触の歴史がほとんどなく，今後かれらとの関係構築が急務である曰
本にくらべて，おとなりの中国はムスリムとのつきあいが長い。唐代には大食国（ア
ラビア）から使節が派遣され，宋代になると東南の沿海部にアラブ．ペルシア系の商
人が定住をはじめ，元代には色目人を構成する渡来人として活躍した。以降，1990年
の統計では1760万人ものムスリムがいるとされる。
中国のムスリムといえば新彊ウイグル自治区といった西北部をイメージするかもし
れないが，北京や上海をはじめ内地にもモスク（中国語では「清真寺｣）はいたるとこ
ろに存在する。内地に住まうムスリムの多くは回族とよばれる人々である。回族は先
祖こそアラブやペルシアからやってきた人々ではあるが，漢族と婚姻関係をむすぶこ
とによって次第に漢化していき，母語も漢語を話すようになっていった。中国の大学
の食堂を覗くと，回族専用のコーナーがあり，ムスリムがそこで安心して食事をとっ
ている光景をみかけることがある。絶対的な数が多いこともあるが，中国のムスリム
にたいする意識の高さがうかがえる。
さて，本稿では清初に活躍した回儒（漢語でイスラームの思想，教義を著述した回
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族）である劉智（1670年頃～1730年頃）の『天方典礼」を中心に，中国のムスリムが
食の禁忌と殺生についてどのようにかんがえていたかを考察したいのだが，圧倒的多
数である漢族のなかに生きる回族がどのような姿勢で自分たちの生活習‘慣を遵守して
いたのかを知ることは，歴史的事象として興味ぶかいのみならず，宗教的理由による
食の禁忌にたいする認識にうといわれわれ日本人にとって，その重みを理解するとい
う今曰的な意義もあるはずである。
俎上にのぽす『天方典礼』が刊刻されるちょうど100年ほどまえ，１７世紀のはじめに
中国ではイエズス会士マテオ・リッチが「天主実義」を著し，仏教徒の「殺生を戒め
る」主張を批判した1．仏教側は「人間と同様に，血気もあり，親子もあり，知覚もあ
り，痛さ，かゆさ，生・死を感覚するいきもの」である動物を殺して食することを戒
めた。つまり人との類似性を根拠にして殺生を禁じたのである。それにたいしリッチ
は人と動物を｢魂｣の観点から裁然とわける。植物は生命維持をそのはたらきとする｢生
魂」を，動物は知覚，運動をつかさどる「覚魂」を，そして人間は推論，明弁する
｢霊魂」をそれぞれ有する。「魂」のちがいは本』性を決定する原理がことなることを意
味し，ここに人と動物，植物との絶対的な差異が存在することになる。そして神が人
に役立つようにと万物を創造したからこそ，人は動物の肉を実際に食べてきた。肉を
食べてきた歴史があるのだから，動物を殺してもかまわないのである。
周知のようにイスラームは一神教であり，アブラハム，モーセ，イエスを預言者と
して認めるなどユダヤ教，キリスト教を思想的な基盤としている。また上述の植物，
動物，人間の「魂」の相違はアリストテレスによるものだが，イスラームも基本的に
は受けついでいて,中国イスラーム漢籍にも同様の思想は見いだせる。つまりイスラー
ムはキリスト教と重なる部分があるのだが，いつぽうでイスラームにおける食の禁忌
は厳格である。豚肉が禁止されている以外にも，そのほかに食べることを禁じられた
(ハラーム）食物はある。ただし肉をすべて禁じているわけではなく，牛や鶏，羊など
の肉は所定の手続きを踏んだものであれば食べてもかまわない。したがって肉食を一
切禁止する仏教と肉食を全面的にみとめるキリスト教とのあいだに位置するのがイス
ラームになる。それでは中国のムスリムはこうした事態をどのように了承していたの
だろうか。
本稿ではまず動物がこの世界のなかでどのように位置づけられているのかを概観
1以下の記述は中島隆博氏の一連の論考を参考にした。中島隆博「魂を異にするものへの態度あるいは
「忍びざる心」－殺生，肉食，動物」（末木文美士，中島隆博編『非・西欧の思想』大明堂，2001)，同
「殺す」（永井均等編「事典哲学の木』講談社，2002)。
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し，ついで食べ物として動物はどのようにかんがえられていたのかを考察する。そし
て最後に動物を殺すという倫理の問題について言及する2。
1．自然界における動物の位置
まず劉智が動物をどのような存在としてとらえていたのか，自然界における動物の
位置を劉智の「天方性理』によっておさえておくことにする。『天方性理」巻1では神
による万物の創造が説かれている3。まず先天（形而上的，知`性的世界）が創造され，
それから後天（形而下的，感覚的世界）が創造されるが，後天のスタートは形をもつ
万物の根源である元気である。その元気が陰陽にわかれ，陰陽が水火となる。さらに
水火気士（四元）となって，気火と水土が分極して天地ができあがる。そして天と地
のあいだに万物が生まれる。巻１.万物始生図説にはつぎのようにある。
金は地と水の凝結にもとづき，気と火の変化を得てできる。木は気と火の恩恵
にもとづき，地と水の滋養を得て生まれる。活は気火水土と四者の混合にもとづ
き，空中にひろがり充満するものである4。
まず金，木，活という気が生まれる。活は中国思想ではなじみのない語だが，動物の
こと。これらは気火水土という母から生まれたということで三子とよばれる。三子の
気はまだ実際のわれわれが見たり触れたりできる個物ではない。この三子の気が流行
することによってそれぞれ個物としての鉱物，草木，動物が生まれるのである。動物
は活の気が流行すると生まれる。ここで活が気火水土の四元と，四者の混合したもの，
つまり金と木からなることに注意したい。『天方`性理』本経第１章に「創造の流行は土
で止まり，流行が尽きると返っていく。返って水と合して金石がうまれる。金と火が
合して草木が生まれる。木と気が合して活類が生まれる5」とあるように，創造の順序
としては金→木→活となり，さきに生成する類が基礎となってつぎの類が生成するの
２本稿は2002年におこなった研究発表「中国ムスリムの動物学一劉智『天方典礼』飲食篇考」（京都大学
人文科学研究所・中国技術の伝統班)」の一部を発展させたものである。なお研究発表の内容は脱稿済
みである。
３版本は京江談氏重刊敬畏堂本を使用する。また『天方』性理』の巻１の訳文については回儒の著作研究会
訳注，佐藤実･仁子寿晴編『訳注天方性理巻一』（文部科学省科学研究費補助金学術創成研究･イスラー
ム地域研究第５班，2002）の訳文を参考にしたが，適宜改めたところもある。
４金者，本地水之凝結，而得平気火之変化以成。木者，本気火之施授，而得平地水之滋培以生。活者，本
気火水士，四者之湊合而洋溢充満船空中者也。
５造化流行，至土而止，流尽則返。返与水合，而生金石。金与火合，而生草木。木与気合，而生活類。
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である。したがって活の生成には金と木の要素が必要なのである。さて動物はつぎの
ようにして生まれる。
けもの
活の気が流行して，山に生まれるものは走獣となり，その形体'よ丘陵に似る。
とり
林Iこ生まれるものは飛禽となり，その羽毛は枝葉に似る。水に生まれるものは魚
介となり，その鱗や甲羅は水の波に似る。土に生まれるものは昆虫となり，その
形質は土壌に似る。以上四種の生物で，気と火が優勢なものは速く飛ぶことがで
き，土と水が優勢なものは速く走ることができる。気と士が優勢なものは性格が
穏和で，火と士が優勢なものは'性格が烈しく，気と水が優勢なものは性格が貧欲
で，水火が優勢なものは性格が粗暴である。要するにどれもこの活の気を得て化
育するのである6．
活気が林，山，水，士それぞれの場所に流行すると飛禽，走獣，魚介，昆虫が生まれ
る。そして四元のいずれを多くもっているカユで能力，性格が決まる。ということはい
かなる動物であれ気火水土をすべて含みもち，個体の相違はそれらの割合によること
になる。万物が出そろうと，最後に人間が生まれる。巻１最後の大成全品図説には
｢此れ元気の成全品（完成段階）なり。天地万物具に備われば則ち人生まる」とある。
人間も元気の展開としてとらえられていて，その意味では動物と連続するものである。
2．食べ物としての動物
『天方典礼｣7巻14から巻17は民常篇とよばれ，居処（巻14)，財貨，冠服（巻15)，飲
食（巻16,巻１７）の四つの章にわかれるが，民常篇の要点をまとめた「総綱」が巻１４
の冒頭にある。食べ物としての動物がそこであきらかにされているのでみてみたい。
まず食べ物には五種類ある。「穀，蔬，果，肉飲」である。注には，
穀物は陽補といい,食の根本である｡野菜(蔬)は陰補といい,食に付け加えられるもの
である｡果物は味補といい,食のたすけになるものである｡肉は膏補といい,食の栄養とな
るものである。飲みものは以上五つの君主であり，すべての味はこれによって調和され
６活気流行，生砂山者為走獣，其形体与丘陵似。生舩林者為飛禽，其毛羽与枝葉似。生舩水者為鱗介，其
鱗甲与水波似。生舩士者為蟄虫，其形質与士壌似。四生之中，稟気火勝者能飛，稟士水勝者能走，稟気
士勝者性温，稟火土勝者性烈，稟気水勝者性實，稟水火勝者性暴。而要皆得此活気以為化育者也。
７版本は楊斐菓本（『四庫全書存目叢書』所収天津図書館蔵影印本）を使用する。
８穀日陽補，為食之本。蔬日陰補，為食之附。果日味補，為食之資。肉日寶補，為食之養。飲為五補之君，
而諸味頼以調和。五食備，而民不磯芙。
－３４－
中国ムスリムにおける食の禁忌と殺生について－劉智箸『天方典礼』を中心に－（佐藤）
る｡五食がそなわれば人々が餓えることはない８．
とある。肉は脂肪を補うもの（實補）とされている。そして五食のそれぞれが五つに
下位分類される。穀は稲，麦，榎，麻，豆の五穀，蔬は蔬（栽培された野菜)，瓜，
苔，藻，原隔（原生の野菜）の五蔬，果は果（木の実)，菰（草の実)，藤実（ブドウ
など)，藻実（ハスやヒシなど)，土実（クログワイ，ラッカセイなど）の五果，飲は
らちゅう水，芋し，果漿，花露，蜜の五飲・肉はというと「飛，走，潜，穴，爾虫（鱗や羽のな
い虫)，五肉也」とあり，その注には，
飛肉の`性は軽く，走肉のJ性はよく動き，穴肉の性は敏捷で，潜肉の'性は清潔で，
鳳肉の性は強靱である。以上の五つの性はイスラームの教えを実践するのに有益
であり，それによって人々は勇敢にイスラームの道をおさめるのだ9゜
とある。ここで看取できるのは動物の肉がただたんに人間を滋養するのみならず，イ
スラームの道を実践するうえで必要な軽捷性，活動性，敏捷｣性，清潔Ｉ性，強靭Ｉ性の根
拠ともなっていることである。曰常儀礼を即座におこなうことはもとより，イスラー
ムでは清潔であることを重視するし，強靱さは宗教実践において外部世界にたいして
も，内的自身にたいしても必要である。つまり肉食は宗教生活を営むうえで必須のこ
ころのありかたをあたえてくれるのである。また『天方｣性理」巻１．万物始生図説で
みた生成論的な動物の分類とくらべると，飛肉は飛禽，潜肉は魚介，漏肉は昆虫に対
応し，走肉と穴肉（ウサギ，アナグマ，ネズミなど）が走獣にゆるやかに対応してい
る。興味ぶかいのは，生成論的には四つに分類されていた動物が，食肉という日常的
食生活の場におりてくると五つに分類されるということである。この五つの分類はも
ちろん中国の伝統である五行思想にもとづくものである。『天方典礼」の注はつづけて
つぎのようにいう。
エッセンス
また五肉とは五行をうけて生まれたiもので，それぞれ一行の精をそなえている。
飛肉は木の精を，走肉は金の精を，穴肉は土の精を，潜肉は水の精を，鰄虫は火
の精をそなえている。人はこれら五精をとって増やしていけば，ますます天地の
霊妙さをとることになり，万物を超越してひとり貴くなるのである'0。
『天方性理』巻・１万物始生図説では生まれた場所にもとづいて動物を四つに分類して
いた。ここでは「五行をうけて生まれた」とあり，飛肉，走肉，穴肉，潜肉，繭虫は
飛肉性軽，走肉性行，穴肉性霊，潜肉性情，繍肉性勁。五性皆利舩行，而資人勇砂為道也。
又五肉者，稟五行而生，各得一行之精。飛肉得木之精，走肉得金之精，穴肉得土之精，潜肉得水之精，
鳳虫得火之精。揖五精以益人，愈見人乗天地之霊，超万物而独貴也。
９
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それぞれ木，金，土，水，火の精を得ている。人はこれら五行の精を摂取することで
万物を超越した貢ぎものとして存在するのである。このかんがえかたはすぐあとにつ
づく「広義」と名づけられた双行注でさらに詳述されている。
およそ真主（神，アッラーのこと）が万物を創造するには，順序や単純・複雑
のちがいがある。五行の精を摂取することで草木は育ち，草木の精によって鳥獣
は育ち，鳥獣の精によって人の肉体は育ち，人の肉体によって人の心は育つ。心
は天地の精を得ることで大いなる知覚を生み出し，本来の良知良能に達すること
ができるのである。これが人だけが天地の霊をとり，万物のなかでもっとも貴い
理由である'1．
生物は栄養物をなにか摂取しなければ成長することはない。何を摂取するかというと
生成論的に自身よりさきに生まれたものである。五行の精を摂取することで草木は成
長する。鳥獣は草木の精を摂取することで五行の精をもかねて摂取する。したがって
さきほどの「五肉が五行をうけて生まれた」というのは草木を媒介として五行をうけ
て生まれたということになる。人の肉体としての身体は鳥獣の精を摂取することで五
行，草木すべての精を体内にとりこんでいる。そして人の肉体は人の心を滋養するの
である。「五行の精→草木の精→鳥獣の精→人の肉体の精→心」の順序で自身よりさき
に生まれたものを累加的に摂取していく。そしてすべてのものを摂取した人間，つま
りもっとも「複雑」なる人間がそれゆえに「万物の至貴」となるのである。したがっ
てこの順序を守らないもの，つまり鳥獣でありながら草木を食べず，動物の肉を食べ
るものどもは真主の創造に逆らうこととなり，否定され，飲食のレベルでは食べては
いけない動物とされるのである。
以上，動物を食べることは，イスラームを実践するこころの基礎づけから，また万
物生成論における人間のありかたから，積極的に是認されていることがわかる。
３．飲食の定義と動物のI性
「天方典礼』の飲食章は巻１６．飲食上と巻１７．飲食下にわかれる。100種を超える動
物を巻16には食べてよいもの，巻17には食べてはいけないものにわけている。飲食章
が問題にするのは動物である。巻17の「答問」という双行注に「果穀瓜蔬の属，均し
11大都真主造物，有次第焉，有純駁焉。擬五行之精以滋草木，草木之精以滋鳥獣，鳥獣之精以滋人身，人
身之精以滋其心。心得天地之精以滋，乃能生大知大覚以達本来良知，良能。此人所以独乗天地之霊，為
万物之至貴者也。
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く食らうは論ずろ亡し。草木の属，毒甚だしきは食らわず」とあるようにプ植物の場
合はどれを食べても基本的には問題はない。生命を害する「毒」がなければなにを食
べてもよいのである。それにたいして動物の場合にはその「'性」が問題となる。動物
の'性には「善」と「悪」とがあり，’性が「悪」である動物を体内にとりこむと人間の
性は損なわれ，害せられる。巻17冒頭には「草と木にはからだに良いものと，毒をも
つものとがあり，鳥や獣にはI性が善であるものと性が悪であるものとがある。……草
木の毒は人の生をそこない，鳥獣の悪なる'性は人の性をそこなうのだが，』性がそこな
われることこそが重大なのだ'2」とある。したがって生命を害することより，,性が損な
われることを問題視するのである。その注には，
世の人々は草木の毒が生命をそこなうということは知っていても，禽獣の悪'性
が人の性をそこなうということは知らない。また生命をそこなうことは畏れるべ
きであることは知っていても，'性をそこなうことがよりいっそう畏れるべきであ
ることを知らない'３．
とある。そもそも飲食の目的は餓えをしのぐためではないというかんがえがある。先
述したようにイスラームを実践するこころの酒養のために動物を食す。また，巻16の
冒頭に「飲食は`性情を養う所以なり」と宣言しているように，人の』性情，性，つまり
本'性を養うことを第一の目的としているのである'4゜この｢飲食は性情を養う所以なり」
は飲食章を貫く大原則であり，類似した表現がいくつか見え，くりかえし強調されて
いる。巻16冒頭の「飲食はI性情を養う所以なり」のつづきをみてみよう。
他者の1性によって自己の'性が益すのである。もし他者の性が善であれば自己の
善なる性が益す。他者の'性が悪であれば自己の悪なる性も盛んになる。他者の'性
が汚濁で不潔であれば自己の汚濁で不潔な』性も盛んになる。飲食が人の心性にか
かわるのはなんと大きいことか'5．
食物の性には善，悪，汚濁不潔のちがいがあり，｣性が善である食物を摂取すると自己
の善`性も増大する。逆に悪，汚濁不潔の食物を食べると自身の悪'性，汚濁で不潔な,性
が盛大になってしまう。もっぱら性がどうであるかが問題なのである。したがって飲
食章に登場する動物は，その'性が問題とされる。
若草与木，有良有毒。若鳥瞥獣，有善有悪。……唯毒股生，唯悪賊性，賊性唯大。
世人知草木之毒能害生，而未知禽獣之悪能害I性也。世人知害生者可畏，而未知害性者更可畏也。
このいいかたは中国伝統医薬学を代表する古典『神農本草経』の養命，養性，治病の三品分類のうちの
養命，養性を想起させるが，劉智は長生きや不老不死を飲食の目的にはしていない。
以彼之性，益我之性。彼之』性善，則益我之善性。彼之｣性悪，則滋我之悪,性。彼之性汚濁不潔，則滋我之
汚濁不潔,性。飲食所関舩人之心性者大笑。
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食べてもよい動物とは「禽の穀を食し，獣の葛を食し，畜の純徳有る者は良」（巻
16)。穀物を食べる烏，まぐさを食べる獣，そして純徳のある家畜の三種類である。そ
して食物となる動物が何を食べているのかという食物連鎖が問題となる。肉食動物は
不可である。神の創造の順序に逆らうからである。注では狩猟によって得た動物が何
を食べているのかを区別する方法は「凡そ禽の鶏啄に似る者は穀を食す。鷹塚に似る
者は肉を食す。獣の蹄なる者は爵を食す。爪なる者は肉を食す。以て之れを弁ずべし」
とある。鳥については，ニワトリに似たくちばしのものは穀食，タカのくちばしに似
たものは肉食。獣についてはひづめであるものが草食，爪のあるものは肉食。ニワト
リとタカがそれぞれ可食，不可食の代表であり，基準となる。基本的には肉を食べな
い動物は食べてよい。したがって動物の｜性がどうであるか（本性）と何を食べている
か（食`性）の二つが可食，不可食をわける決め手となるのである。
食`性についてはくちばしや足が指標となる。それでは動物の本性は何によって規定
されるのであろうか。『天方典礼』ではそこのところが明言されていない。だが，さき
ほどみたように真主による万物の創造過程の順序にしたがった食物連鎖がよしとされ
る。したがってそこから逸脱するもの,つまり肉食動物の本性が善であるはずがない。
おそらくは動物の食Ｉ性が本I性を決定する大きな要素なのである。たとえば不可食の動
物について，肉をむさぼり食べる様子からの類推によって動物の本性を帰納している
カラス
ようIこ思われる（烏鴉の「極貧酷｣，狼の「貧」など)。つまり可食，不可食の決め手
には食性，本』性があげられるが，食性がより根本にあるとかんがえられる。
食べてはいけない動物の特徴については巻17でさらにくわしく説明していて，つぎ
のような20の条件が挙げられている。険しい目，するどい牙，まるいくちばし，かぎ
がたの爪，生きた獣を食べるもの，生きた烏を食べるもの，同類を食べるもの，｣性が
悪であるもの，暴であるもの，貧であるもの，吝であるもの，賊であるもの，汚いも
の，汚れたものを食べるもの，乱群するもの，形が異常なもの，’性が異常なもの，妖
しいもの，人に似たもの，よく変化するもの，である'6．
先述のように100種を超える動物が分類されているのだが，名称の羅列だけでなく，
その動物の特徴も解説されている'7゜たとえば豚はどのように書かれているのかみてみ
ぶた
よう。「家をu炎らうこと勿かれ」にたいする注である。
１６暴目者，鋸牙者，環啄者，鉤爪者，噛生肉者，殺生烏者，同類相食者，悪者，暴者，貫者，吝者，'性賊
者，汚濁者，職食者，乱群者，異形者，異性者，妖者，似人者，善変化者。
１７各種動物の検討はすでに脱稿した「中国ムスリムの動物学一劉智『天方典礼』飲食篇考」のなかでおこ
なっている。
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豚は家畜のなかでもっとも汚いものである。性は貫欲で，気は濁っていて，心
は迷妄で，汚いものを食べる。豚の肉は人にたいしてなにも補うことがなく，害
が多い。汚い場所に安住し，鋸牙がある。収奪するのが好きで，生肉を食べ，大
きくなればなるほど怠惰になる。年老いた者が食べるともののけに崇られるので，
もっとも食べてはいけないものである'8。
汚い，性は貧欲，気も濁っている，栄養もない，鳥獣で食べてはいけない20の条件の
一つである「鋸牙」も持っている，などなど。ではいったいなぜ豚は性が貧で，気が
濁っているのだろうか，という疑問がわいてくる。豚の不良な特徴をただ羅列するだ
けではあまり説得力はない。そこで『天方典礼」では「集覧」という双行注を設けて
医家のことばを引用し，理論的支柱にしている。医家のことばはすべて『本草綱目」
である。「本草綱目』の家にみえる有害な記事を探しだし，それを列挙する。豚肉を食
べると突然太る，腎を損なう，子供が産まれなくなる，など。もちろん『本草綱目」
の家には主治があり，薬効は認められているのだが，そちらにはふれない。あるいは
都合のいいように改めた箇所すらある。たとえば豚の肝の場合，『天方典礼」が引く
『本草綱目」では「肝食之，生灘疽，傷入神」とあるが，これは『本草綱目」の豚の肝
の「合魚謄食，生繊疽。合鯉魚腸子食，傷入神」を下敷きにしていて，魚のなますと
一緒に食べると癖疽（はれ物）ができたり，鯉のはらわたと一緒に食べると入神（人
の神気，根源的な気）がやぶられることを説いているのであって，肝を食べさえすれ
ば無条件で病むわけではけっしてない。なぜムスリムは豚を食べてはいけないか。端
的にいえばクルアーンにそう書いてあるからである。結論がさきにあって，それを解
釈しなければならないので，どうしても強引な説明になってしまうのである。
ただし，中国の知的権威をもちいて豚肉が人体におよぼす悪影響を説明することじたいは
注目すべきであろう｡漢族も豚肉を食することの弊害を指摘しているのであって,われわれム
スリムはそれほど異様な食習'慣をもっているのではない,という主張になるからである。
４．動物を殺すということ
万物創造の過程において最後に生まれる人は，さきに生まれる動物，植物を食する
ことができる。しかしそれはイエズス会士がいうように「魂」がことなっていて，動
物と人間のあいだに絶対的な差異が存在するからではない。そうではなくて，動物は
１８家，畜類中汚濁之尤者也。其性貫，其気濁，其心迷，其食機。其肉無補而多害。楽従卑汚，有鋸牙。好
擾，噛生肉，愈壮愈惰。老者能附邪魅為崇，乃最不可食之物也。
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植物を基礎にして生まれ，人間は植物を基礎にして生まれた動物を基礎にして生まれ
たからである。したがって動物の肉を食べること白体にたいする禁忌はない。では動
物を殺すということについてはどうなのだろうか。
『天方典礼」巻16の双行注「答問」に殺生にかんする議論がみえる。動物の食べ分け
による分類がなされたあと，あるひとが質問する。
そうすると，仏教では殺生を戒め，儒家では理由がなければ殺しませんが，イ
スラームでは殺生を戒めることはないのですか。答え。殺生の戒めはあります，
節度を重視するのです。いまの人々には節度というものがなく，食べる者はむや
みやたらに食べ，戒める者はまったく食べないのですが，それはどちらも誤りな
のです。イスラームの律法には「節度をたもって，分を超えてはいけない，儀礼
にかなっていなければ犠牲を殺してはいけない」とあります。なんと厳粛なので
しょうか。理由がなければ殺さないという儒家には道理がありますが，だがまっ
たく食べないという仏教はせまいのです'9．
節度を重視するのは，じつはマテオ・リッチとおなじ主張である。リッチは「天主実
義』第５篇で仏教の殺生を戒める説を批判しているが，生を慈しみ，殺生を戒めるの
はキリスト教の主旨にも合致するのではないのか，という質問にたいして「世の中の
法律は，専ら人を殺すことを禁じているだけで，鳥獣を殺すことを禁じたものはあり
ません。そもそも鳥獣や草木は財貨と同じように使われますが，使い方に節度があれ
ば十分なのです20」と答えている。『天方典礼』が『天主実義」とことなるのは節度あ
る肉食，儀礼規範に則った殺生が律法（シャリーア）によって定められているところ
にある。
また「答問」ではつづけて，「天は他者の生を好み，その天を体得するのが善とされ
ているのに，どうしてまったく肉食しないのがだめなのか，どうして肉食が必要なの
か21｣，という質問が提出される。それにたいする答えは，中国の先王は儀礼や祭祀に
動物を用いてきたのであって，肉食を禁じるのは神の創造に違背するだけでなく，中
国の先王を否定することにもなる，として「礼記」や『周礼」といった儒家の経典を
引証する22。しかし過去の聖人をもちだして，これまで肉食がおこなわれてきたという
事実を殺生の根拠にするのは，これもリッチの「昔から今まで，多くの国の聖人賢者
１９或日，然則，仏氏戒殺，儒者無故不殺，子教不有戒乎。日，有戒，戒之有節也。今人失其節，食者濫而
無厭，戒者一概不食，皆過突。吾教律法有言日，節而母濫，非礼不宰。何如其厳哉。無故不殺，儒者有
理。－概不食，仏氏之随。
２０柴田篤訳注『天主実義』（東洋文庫，2004）165頁。
２１或日，唯天好生，体天為善。－概不食，有何不可，而必肉食耶。「好生」は『尚書』大禺謨の語。
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は誰でも生き物を殺してその肉を食べ，しかもそのことを後悔もせず，戒律に背くも
のとも見なしていません。それなのに，聖人賢者を地獄に堕ちる罪を犯した者と見な
し……てよいでしょうか23」（同上）とおなじ論法である。
ではリッチのように「殺生を戒める道理などない別」（同上）と開きなおっているの
かというとそうではない。すくなくともイスラーム法的には節度ある肉食や規範に
則った殺生が規定されていた。そして「答問」にはつぎのような問答がつづいている。
質問。そうすると牛も殺してよいのですか。答え。いいのです。質問。牛は田
畑をたがやし，人を養ってくれるのに，人が牛を殺すというのは心に忍びないの
ではないですか。答え。たしかに忍びないのです。でも必要があって殺さなけれ
ばならないのです。おもうに，先王にあっては六畜（馬，牛，羊，鶏，犬，豚の
こと。筆者注）のなかで牛がもっとも重視されました。したがって養生や葬儀，
祭祀をおこなうときには牛をもちいるのが最敬礼であったのです25。
そして先王の具体例として『礼記」がまた引かれている。牛を殺すのはたしかに忍び
ない。だがやむにやまれず殺さなければならない事情がある。こうしたかんがえは，
じつは今度はリッチを再批判した仏教側のものと軌を－にしている。中島隆博氏によ
れば仏僧である「如純がいくつもの論拠を挙げて主張したのは，中国の聖人たちは，
動物を窓に殺すことを許認していたのではなく，殺生と見なされる行為には別の目的
があったためにやむを得ず行ったことと，動物に対しては，その生を好んでその死を
厭う「忍びざる心」を有していたことである26｣。肉食に節度をもとめ，肉食をおこなっ
てきた経験を重視することで殺生をみとめるという点においてはキリスト教と意見を
おなじくするが，殺生そのものは目的でなく，また殺生をおこなった聖人たちも「忍
びざる心」をもっていたという点については仏教側と同じ立場に立つのである。キリ
スト教側と仏教側がそれぞれおこなっていた対立する主張がイスラーム側で折衷され
ているのは興味ぶかい。
そもそも「忍びざる心」は『孟子』梁恵王上篇の有名な話柄で，魏の恵王が血塗り
日，為此言者不特違舩造化，且有謬舩先王笑・古者，先王之制礼也，在家奉親，在国奉君。大而天地，
微而賓客，莫不有肉食以為敬献。礼運日，「四霊以為畜。故飲食有由也｣。周制，「庖人供六禽，六畜，
六獣｣。観夫古礼，未嘗以肉食為不善也。若云唯天好生，夫不知天亦未嘗不殺也。春，秋生殺之機平。
前掲『天主実義』162頁。
前掲『天主実義』161頁。
日，然則牛亦可殺耶。日，可。日，牛以耕稼養人，而人殺之，心忍乎。日，固不忍也，需用必殺。蓋先
王之舩六畜也，以牛為最重。故凡養生，事死，承祭祀，皆必以牛為至敬。
前掲「魂を異にするものへの態度あるいは「忍びざる心」￣殺生，肉食，動物」145頁。
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の儀式のためにつれていかれる牛を目の当たりにして，その悲しいすがたに耐えられ
ず羊に代えさせたというエピソードにたいし，孟子はそうした忍びざる心こそが仁術
であると説明した，というものである。つまり「忍びざる心」は儒家に淵源がある倫
理観であって，「天方典礼』でも仏教側のリッチにたいする再批判として認識していた
かはわからない。さきにみた「理由がなければ殺さないという儒家には道理があり
……」を念頭においているともいえるのである。
さらにいえば、この「忍びざる心」の基盤にあるのは人とほかの生物が気からなる
という連続観である。さきにみたように「天方'性理』においても、人間は動物、植物
とおなじく元気が展開してできたものであるとかんがえていた。こうした元気による
人間と動物､植物の連続観は中国的であり、中国イスラームならではの表象であろう27。
ともあれ，動物を殺すことにたいして，「天方典礼』では節度があること，儀礼規範
に則していることを条件にして認めている。この条件がイスラーム法として規定され
ていることがキリスト教の全面的殺生承認との差異である。また生を慈しむ心，儒家
や仏教側がいう「忍びざる心」は気の連続観，一体観によって保持されている。回儒
は儒家にはある一定の理解を示しつつ，仏教にたいしては批判的なばあいが多い。だ
がこの「忍びざる心」にかんしては，儒・仏そしてイスラームと中国人に共通の倫理
観であることがわかる。
小結
植物，動物，人間は元気が展開して生まれたものであり，連続的な関係にあった。
この関係があるからこそ人間は動物を食するために殺す際に「忍びざる心」が生じる
のである。また動物を食べること自体は否定されていない。なぜなら動物は植物的要
素を，人間は動物的要素を累加することで生まれるものであり，動物が植物を，人間
が動物を食することによって，摂取される個体のエッセンスが摂取する個体を滋養す
るとかんがえるからである。そうした肉食是認のうえに立ち，さらに性が善である動
物を積極的に摂取することで，人間の性の善なる部分を増加させていくことがムスリ
ムとしての努めなのであった。
殺生と肉食にたいする態度は，気一元論的動物観と累加構造的動物観とでもよべる
動物にたいするふたつのまなざしによって規定されている。気一元論的動物観は万物
２７ただし万物は神の顕現したものであるというイブン・アラビー系の存在一性諭的にかんがえれば，まさ
にイスラーム的（スーフイズム的）であるともいえる。
－４２－
中国ムスリムにおける食の禁忌と殺生について－劉智箸『天方典礼」を中心に－（佐藤）
は気からなるという中国思想の自然学理論からすれば当然の帰結である。いつぽう累
加構造的動物観は，摂取する関係ではないもののリッチの「生魂」「覚魂」「霊魂」も
累加的であり，もとをただせば，アリストテレスにまでさかのぼれるものである。だ
が累加関係のみであれば中国でも『筍子」王制の「水火に気ありて生なし，草木に生
ありて知なし，禽獣に知ありて義なし，人に気あり，生あり，知あり，またかつ義あ
り」というかんがえが古くからあった。したがってこの累加構造的動物観は中国の伝
統的な動物観に親和的である。儒家経典の引用や「忍びざる心」の言及などとあわせ
てかんがえると，中国的なエートスが濃厚にはたらいていることがわかる。圧倒的多
数である漢族Iこかこまれ生活するムスリムは，その歴史のなかで，中国の伝統的な観
念を取り込み，援用しつつ，イスラームの規範を保持してきたといえよう。
回儒の著作はイエズス会士らの活動のあとに著述されはじめたのであり，食そして
殺生にかんしてイエズス会士側と仏教側がおこなった議論は，回儒たちの耳にも届い
ていたとかんがえられる。劉智以外の回儒の著作にも肉食や殺生に言及しているもの
があるのだが，それらについては稿をあらためて検討したい。
本稿は第32回（平成15年度）三菱財団人文科学研究助成「清朝中国ムスリム学者･劉智『天方』性理』の研究」
(研究代表者：青木隆）による研究成果の一部である。．
中国穆斯林的炊食禁忌和余生概念
以対智的《天方典礼》力例
本文分析了清初著名回族穆斯林学者刈智的《天方典礼》，陀旺出中国穆斯林的炊食禁忌和
余生概念。《天方典礼》i人力，幼物和人英一祥，由元気展升生出的，有逹裁的失系，
正因力有迭科失系，人英余生之豚会萌生“不忍之心，，。呂一方面，人美在枳累功物精
隼出生的辻程中挺生存在，所以人美吃幼物意味着滋弄自己的身体，食用本性善良的
幼物，将増-K人美的善良本性。
－４３－
